
巻末の「本資料に関してご留意頂きたい事項」を必ずご覧ください。 
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オーストラリア（豪州） 豪中銀は政策金利を0.25%引下げ0.50%に 

2020年3月3日号 

 豪中銀は政策金利を0.25%引下げ過去最低の0.50%に 

 中国景気鈍化により追加金融緩和の可能性は高い 

 リスク回避姿勢が強まるなか豪ドルは軟調 
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【図1】失業率は5%前後で推移、豪中銀の 

インフレ目標達成には賃金上昇率の持ち直しが必要 

【図3】リスク回避姿勢が強まり金利低下・豪ドル軟化 

■ 豪中銀は新型肺炎による景気減速に対応 

 3日の金融政策決定会合で豪中銀は政策金利を0.25%引き

下げ0.50%としました（図1）。新型肺炎の感染拡大に対し

経済を支えるため、昨年10月以来の利下げに踏み切りまし

た。声明ではさらなる金融緩和の可能性が示され、経済の

減速が明確になれば追加利下げが実施される見込みです。 

■ 中国景気鈍化を受け成長率は落ち込む見通し 

 声明では新型肺炎の国内経済への影響は教育・旅行分野

で大きく、1-3月期のGDP成長率は予想以上に落ち込む可

能性が示されました。豪州経済は中国経済への依存度が高

く（図2）、世界経済の減速懸念で米国を始め世界的に金

融緩和が期待されていることも利下げの背景といえます。 

■ リスク回避姿勢強まり豪ドルの上値は重い 

 米利下げ観測の高まりを受け豪中銀の大幅利下げの見通

しもあったため、利下げ発表後に豪ドルは上昇しました。

ただし、新型肺炎の感染が広がるなかリスク回避の動きか

ら豪ドルの売り圧力は高まっています（図3）。新型肺炎

の問題が収束するまで反発は難しそうです。（向吉） 

【図2】新型肺炎による中国景気鈍化の影響が懸念材料 

 

オーストラリア 政策金利と 
失業率、消費者物価、賃金上昇率 

注）直近値は失業率が2020年1月、消費者物価、時間当たり賃金が 

2019年10-12月期。消費者物価コアはトリム平均値。 

政策金利は2020年3月3日時点。 

出所）オーストラリア統計局、オーストラリア中銀より当社経済調査室作成 

注）直近値は2020年3月3日（東京時間午後2時時点）。 

出所）Bloombergより当社経済調査室作成 

豪ドル相場と豪国債利回り 
オーストラリア 貿易収支と 

財輸出・観光客に占める中国の比率 

注）最近値は2019年12月。構成比は12ヵ月移動平均。 

出所）オーストラリア統計局より当社経済調査室作成 
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■本資料は、投資環境等に関する情報提供のために三菱ＵＦＪ国際投信が作成した資料であり、金
融商品取引法に基づく開示資料ではありません。販売会社が投資勧誘に使用することを想定して作
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性等を保証するものではありません。■各ページのグラフ・データ等は、過去の実績・状況または作成
時点での見通し・分析であり、将来の市場環境の変動や運用状況・成果を示唆・保証するものではあ
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【参考】豪ドル（対円）相場の考察 

オーストラリア 豪ドル（対円）相場 

 豪ドル（対円）は、1990年以降（1990年1月末～2020年2月末）において、上昇と下落を繰り返しながら

推移しています。当該期間の豪ドル（対円）の平均83.16円に対し、足下の豪ドル（対円）は70.37円 

     であり、平均を下回る水準となっています。 

 1990年以降、豪ドル（対円）の3年間のパフォーマンスを毎月測定すると、46%のケースでプラス 

  （豪ドル高・円安）になりました。 

 一方、当該期間において豪ドル（対円）の水準が足下と同じ70円以上75円未満の範囲にあった場合は、 

     その後3年間の騰落率は84%のケースでプラス（豪ドル高・円安）になりました。 

注）直近値は2020年2月28日。 

出所）Bloombergより三菱UFJ国際投信作成 

   

※上記は、過去の実績・状況または作成時点での見通し・分析であり、将来の市場環境の変動や運用状況・成果を示唆・保証するものでは 

ありません。また、表示桁未満の数値がある場合、四捨五入で処理しております。 

為替水準別 その後3年間の騰落率分布 

① ② （②÷①）

月数 うち3年後の騰落率が 騰落率が

プラスの月数 プラスの比率

90円以上 91ヵ月 0ヵ月 0%

85円以上90円未満 53ヵ月 10ヵ月 19%

80円以上85円未満 52ヵ月 31ヵ月 60%

75円以上80円未満 49ヵ月 36ヵ月 73%

70円以上75円未満 31ヵ月 26ヵ月 84%

65円以上70円未満 21ヵ月 18ヵ月 86%

65円未満 30ヵ月 30ヵ月 100%

合計 327ヵ月 151ヵ月 46%

為替水準

（期間：1990年1月末～2020年2月末）


